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国
民
健
康
保
険
医
療
費

通
知
の
誤
り
に
伴
う
お

詫
び市で

は
、
国
民
健
康
保
険
被
保

険
者
の
方
が
医
療
機
関
で
受
診
し

た
内
容
を
、
年
６
回
お
知
ら
せ
し

て
い
ま
す
。

こ
の
医
療
費
通
知
の
７
月
７
日

発
送
分
で
、
電
算
処
理
上
で
の

デ
ー
タ
の
取
り
込
み
ミ
ス
に
よ
り

69
世
帯
の
方
へ
誤
っ
た
内
容
を
通

知
し
て
お
り
ま
し
た
。

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
の
皆

様
及
び
医
療
機
関
等
に
多
大
な
ご

心
配
、
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
た
こ

と
に
つ
き
ま
し
て
、
深
く
お
詫
び

い
た
し
ま
す
と
と
も
に
、
今
後
こ

の
よ
う
な
こ
と
が
な
い
よ
う
、
適

正
な
事
務
処
理
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

な
お
、
今
回
の
件
に
つ
き
ま
し

て
は
、
医
療
機
関
に
は
一
切
責
任

は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
の
で
、
ご
了
承

く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

市
国
保
介
護
課

☎
０
９
９
４‒

31‒

１
１
６
２

青
年
海
外
協
力
隊
ゼ
ミ

夏
期
講
習
生
募
集

青
年
海
外
協
力
隊
に
参
加
し
て

み
た
い
人
や
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
興
味
が
あ
る
人
を
対
象
に
、

青
年
海
外
協
力
隊
の
経
験
者
や

留
学
生
と
交
流
し
な
が
ら
学
ぶ

「
ゼ
ミ
講
習
生
」
を
募
集
し
ま
す
。

● 

日
程
＝
８
月
19
日
（
土
）
〜
20

日
（
日
）

● 

場
所
＝
カ
ピ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー

● 

内
容
＝
青
年
海
外
協
力
隊
の
体

験
談
、
協
力
隊
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
大
会
、

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
な
ど

● 

対
象
＝
18
歳
以
上
の
人

● 

定
員
＝
15
人
（
定
員
に
な
り
次

第
締
め
切
り
）

● 

参
加
費

社
会
人
＝
５
，
０
０
０
円

学
生
＝
３
，
５
０
０
円

※
宿
泊
費
、
食
事
代
込
み

● 

申
込
方
法
＝
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
又

は
Ｅ
メ
ー
ル
で
お
申
込
み
く
だ

さ
い
。

● 

申
込
期
限
＝
８
月
９
日
（
水
）

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】

カ
ピ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー（
ア
ジ
ア
・

太
平
洋
農
村
研
修
セ
ン
タ
ー
）

☎
０
９
９
４‒

45‒

３
２
８
８

Fax
０
９
９
４‒

45‒

３
２
５
８

Ｅ
メ
ー
ル

kapic111@
po3.synapse.ne.jp

平
成
18
年
度
か
の
や
子

ど
も
民
謡
・
三
味
線
教

室
受
講
生
募
集

● 

対
象
者
＝
小
学
校
３
年
生
〜
中

学
校
３
年
生

● 

募
集
定
員
＝
20
人
（
定
員
に
な

り
次
第
締
め
切
り
）

● 

受
講
料
＝
無
料
（
教
材
等
の
実

費
が
数
千
円
必
要
で
す
）

● 

期
間
＝
８
月
19
日
（
土
）
か
ら

毎
月
第
２
・
４
土
曜
日

● 
内
容
＝
地
域
芸
能
講
座
（
民
謡
、

三
味
線
）
、
公
共
機
関
主
催
の

イ
ベ
ン
ト
参
加

● 

会
場
＝
勤
労
婦
人
セ
ン
タ
ー

● 

応
募
期
限
＝
８
月
12
日
（
土
）

● 

申
込
方
法
＝
住
所
・
氏
名
（
フ

リ
ガ
ナ
）・
年
齢
・
電
話
番
号
・

性
別
・
学
校
名
・
学
年
を
明
記
し

て
、郵
送
、電
話
、Ｆ
Ａ
Ｘ
又
は
Ｅ

メ
ー
ル
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】

〒
８
９
３‒

０
０
１
４

鹿
屋
市
寿
３‒

３‒

46
赤
野
方

　

（
財
）
日
本
民
謡
協
会
鹿
児
島

　

大
隅
支
部

☎
０
９
０

‒

４
５
８
８

‒

２
７
２
６

Fax
０
９
９
４‒

43‒

５
２
７
３

　

Ｅ
メ
ー
ル

truth-of-plam
817@

im
age.

ocn.ne.jp
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高
熱
と
な
り
、
硬
直
、
意
識
障

害
、
昏
睡
等
の
症
状
が
現
れ
ま

す
。
人
か
ら
人
へ
の
感
染
は
あ

り
ま
せ
ん
。

● 

予
防
策

・
過
労
を
避
け
、
栄
養
・
睡
眠
を

十
分
に
取
っ
て
、
体
力
の
保
持

に
努
め
ま
し
ょ
う
。

・
蚊
に
刺
さ
れ
な
い
よ
う
に
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

【
問
い
合
わ
せ
】

市
健
康
増
進
課

　

☎
０
９
９
４‒

41‒

２
１
１
０

原
爆
投
下
の
日
及
び
終

戦
記
念
日
に
黙
と
う
を

捧
げ
ま
し
ょ
う

広
島
市
・
長
崎
市
の
原
爆
投
下

の
日
と
終
戦
記
念
日
に
サ
イ
レ
ン

が
吹
鳴
さ
れ
ま
す
。
原
爆
戦
死
者

の
慰
霊
と
世
界
恒
久
平
和
を
祈
念

し
て
黙
と
う
を
捧
げ
ま
し
ょ
う
。

● 

サ
イ
レ
ン
吹
鳴
の
日
時

・
広
嶋
原
爆
投
下
の
日
＝
８
月
６

日
（
日
）
８
時
15
分

・
長
崎
原
爆
投
下
の
日
＝
８
月
９

日
（
水
）
11
時
２
分

・
全
国
戦
没
者
追
悼
の
日
（
終
戦

記
念
日
）
＝
８
月
15
日
（
火
）

正
午

【
問
い
合
わ
せ
】

市
福
祉
政
策
課

　

☎
０
９
９
４‒

31‒

１
１
１
３

Information

夏
場
に
流
行
す
る
感
染

症
に
注
意

咽
頭
結
膜
熱
（
プ
ー
ル
熱
）

患
者
か
ら
の
せ
き
や
く
し
ゃ
み

等
で
感
染
す
る
ほ
か
、
プ
ー
ル
を
介

し
て
感
染
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

● 

症
状
等
＝
５
〜
７
日
の
潜
伏
期

を
経
て
、
発
熱
、
咽
頭
炎
、
結

膜
炎
の
症
状
が
出
ま
す
。
一
般

的
に
、
症
状
は
３
〜
５
日
間
で

軽
快
し
ま
す
が
、
重
症
化
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

● 

予
防
策

・
感
染
者
と
の
密
接
な
接
触
は
避

け
ま
し
ょ
う
。

・
プ
ー
ル
を
利
用
し
た
後
は
、
シ

ャ
ワ
ー
で
目
を
し
っ
か
り
洗

う
・
う
が
い
を
す
る
・
タ
オ
ル

を
共
用
し
な
い
等
の
こ
と
に
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

・
家
庭
で
は
、
タ
オ
ル
、
洗
面
器
、

食
器
な
ど
を
家
族
と
共
用
し
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
手
や
指
を
頻
繁
に
石
鹸
や
流
水

で
洗
い
ま
し
ょ
う
。

日
本
脳
炎

日
本
脳
炎
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し

た
コ
ガ
ネ
ア
カ
イ
エ
カ
に
刺
さ
れ

る
こ
と
に
よ
り
感
染
し
ま
す
。

● 

症
状
等
＝
５
〜
15
日
の
潜
伏
期

を
経
て
、
多
く
は
頭
痛
・
発
熱

等
の
症
状
が
出
ま
す
。
そ
の
後
、

か
の
や
ば
ら
園
ア
カ
デ

ミ
ーか

の
や
ば
ら
園
で
は
、
７
月
か

ら
「
か
の
や
ば
ら
園
ア
カ
デ
ミ

ー
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
７

月
、
８
月
は
体
験
講
座
を
、
９
月

か
ら
は
定
期
講
座
を
開
講
し
ま
す
。

親
子
で
の
参
加
も
歓
迎
し
ま
す
。

純
銀
細
工
粘
土
・
パ
ン
フ
ラ
ワ
ー
・

ア
ー
ト
ク
レ
イ
プ
レ
モ

● 

講
師
＝
田
中
民
子
先
生

● 

日
時
＝
８
月
８
日
（
火
）
・
22

日
（
火
）
10
時
〜
、
13
時
〜
、

15
時
30
分
〜

● 

参
加
費
＝
材
料
費
が
必
要

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
・
押

し
花

● 

講
師

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
＝

河
原
多
美
子
先
生

押
し
花
＝
中
垣
内
裕
子
先
生

● 

日
時
＝
８
月
９
日
（
水
）
・
23

日
（
水
）
の
11
時
〜
15
時

● 

参
加
費

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
＝

切
り
花
代
が
必
要

押
し
花
＝
５
０
０
円

折
り
紙
フ
ラ
ワ
ー

● 

講
師
＝
山
之
内
満
美
先
生

● 

日
時
＝
８
月
５
日
（
土
）
・
19

鹿屋市集中改革プランを策定

鹿屋市集中改革プランは、新市の行財政改革を推進するため
に本年３月に策定した「鹿屋市行政経営改革大綱」に基づく実
施計画として、また、平成 17 年３月に総務省が発表した「地
方公共団体における行政改革推進のための新たな指針」で示さ
れた「集中改革プランの策定・公表」に対応するものとして策
定したものです。
本プランの計画は、大綱及び総務省が示した改革の実施時期

に合わせて平成 17年度を起点として概ね平成 21年度までの５
年間を具体的な取組の期間としており、この期間中に具体的な
改革項目を集中的且つ強力に推進していくこととしています。
また、本プランは、市民をはじめ外部からの幅広いご意見を

いただくために、「鹿屋市行政経営改革大綱」とともに鹿屋市ホ
ームページにて公表してありますので、ぜひご覧ください。
なお、行財政改革に関するホームページでは、定員適正化計画、
指定管理者制度等も掲載してありますのであわせてご覧くださ
い。 【問い合わせ】 市行政経営改革課　☎ 0994-31-1153

日
（
土
）
の
11
時
〜
15
時

● 

参
加
費
＝
５
０
０
円

プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン

ジ
メ
ン
ト

● 

講
師
＝
白
井
雪
佳
先
生

● 

日
時
＝
８
月
６
日
（
日
）
・
12

日
（
土
）
・
13
日
（
日
）
・
15

日
（
火
）
の
11
時
〜
15
時

● 

参
加
費
＝
１
，
０
０
０
円
又
は

２
，
５
０
０
円

ボ
ト
ル
フ
ラ
ワ
ー

● 

講
師
＝
上
堀
内
芳
代
先
生

● 

日
時
＝
８
月
６
日
（
日
）
11
時

〜
15
時

● 

参
加
費
＝
材
料
費
が
必
要

※
申
込
み
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
が
、

講
師
の
都
合
で
日
程
が
変
更
に

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

事
前
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

　

ロ
ー
ズ
リ
ン
グ
か
の
や

☎
０
９
９
４‒

41‒

８
７
１
８

Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
フ
ェ
ア

か
ご
し
ま
＆
県
内
就
職

合
同
面
接
会

Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
希
望
者
及
び
県

内
へ
の
就
職
希
望
者
（
来
春
卒
業

予
定
の
大
学
・
短
大
・
専
修
学
校

等
の
学
生
を
含
む
）
を
対
象
と
し

た
「
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
フ
ェ
ア
か
ご

し
ま
＆
県
内
就
職
合
同
面
接
会
」

を
開
催
し
ま
す
。

● 

日
時
＝
８
月
11
日
（
金
）
12
時

30
分
〜

● 

場
所
＝
か
ご
し
ま
国
際
ジ
ャ
ン

グ
ル
パ
ー
ク
ベ
イ
サ
イ
ド
ガ
ー

デ
ン

● 

参
加
料
＝
無
料
（
面
接
の
際
は

履
歴
書
が
必
要
で
す
）

● 

会
場
内
の
各
種
コ
ー
ナ
ー

・
県
内
企
業
と
の
面
接
会

・
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
職
員
に
よ
る
職

業
相
談

・
専
門
職
員
に
よ
る
農
・
林
・
水

産
業
へ
の
新
規
就
業
相
談

・
県
内
の
求
人
情
報
等

・
各
種
就
業
支
援
コ
ー
ナ
ー

※
当
日
は
10
時
〜
11
時
30
分
ま
で
、

無
料
の
就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

県
ふ
る
さ
と
人
材
相
談
室

☎
０
９
９‒

２
５
０‒

６
８
５
５

（集中改革プランの主な内容）

・効率的・効果的な行政経営実現のための

組織・機構の再編、整理

・PDCA サイクルによる事務事業の再編、

整理及び行政評価システムの導入

・指定管理者制度の活用を含む民間委託等

の推進

・定員管理の適正化（職員定数 H18.1.1

1,069 名　→　H22.4.1　990 名に削減）

・給与制度・諸手当等の見直しを柱とする

給与等の適正化

・自主・自立性の高い財政運営実現のため

の経費節減等の財政効果　　など


